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代改革の神学）』，『통전적 신학（統全的神学）』（共著），『21세기 한국교회와 하나님 나라를 
위한 실천신학（21世紀の韓国の教会と神の国のための実践神学）』，『세계와의 관계성 안에 계
신 하나님（世界との関係性の中におられる神）』，『신뢰와 의혹 : 통전적인 탈근대적 기독교 해
석학（信頼と疑惑——統全的・脱近代的キリスト教解釈学）』，『신학과 말씀（神学の言葉）』，
『삼위일체 하나님과 세계（三位一体の神と世界）』，『너희는 나를 누구라 하느냐 통전적 예수 
그리스도론（あなたがたはわたしを誰だというのか——統全的イエス・キリスト論）』，ほか多
数。 
〔訳書〕 Peter C. Hodgson，Robert H. King編『현대기독교조직신학（現代のキリスト教組織神
学）』，Ted Peters編『과학과 종교 : 새로운 공명（科学と宗教——新しい共鳴）』（共訳），Paul 












（春溪）이종성 박사의 종말론ʼ 책임편집 김도훈・박성규（「春溪 李鍾聲博士の終末論）」責任






〔主要論文〕「신학의 과제와 설교의 과제의 일치성에 대한 연구（神学の課題と説教の課題の一
致性に関する研究）」，「칼 바르트의 만유화해론의 신학적 함의（カール ·バルトの万人和解論
の神学的含意）」，「쟝 깔뱅과 칼 바르트의 칭의와 성화 비교연구（ジャン・カルヴァンとカー
ル・バルトにおける義認と聖化の比較研究）」，「칼 바르트 신학의 연구동향을 통해 본 한국 신
학의 지형 분석（カール ·バルトの神学の研究動向から見た韓国神学の地形についての分析）」
など。
姜　 尚 中　カン・サンジュン
聖学院大学学長，東京大学名誉教授。
1950年熊本県熊本市生まれ。国際基督教大学准教授，東京大学大学院情報学環・学際情報学
府教授，同大学現代韓国研究センター長などを経て，現在に至る。専攻は政治学，政治思想
史。
〔著書〕 『マックス・ウェーバーと近代』，『オリエンタリズムの彼方へ』，『ナショナリズム』，
『東北アジア共同の家をめざして』，『増補版日朝関係の克服』，『在日』，『姜尚中の政治学入門』，
『ニッポン・サバイバル』，『愛国の作法』，『悩む力』，『リーダーは半歩前を歩け』，『あなたは
誰？私はここにいる』，『母——オモニ』，『心』，『心の力』。『グローバル化の遠近法』（共著），
『ナショナリズムの克服』（共著），『デモクラシーの冒険』（共著），『戦争の世紀を超えて』（共
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著），『大日本・満州帝国の遺産』（共著），『在日一世の記憶』（編著），ほか多数。
髙橋　義文　たかはし・よしぶみ
1943年，東京に生まれる。アンドリューズ大学大学院修士課程修了，東京神学大学大学院博
士課程終了。神学博士（東京神学大学）。三育学院短期大学教授・学長，エモリー大学客員研
究員，聖学院大学大学院教授を経て，現在，聖学院大学客員教授。聖学院大学総合研究所副所
長。
〔著訳書〕『キリスト教を理解する』，『ラインホールド・ニーバーの歴史神学』，『ニーバーとリ
ベラリズム』，『パウル・ティリッヒ研究』（共著），『教育の神学』（共著），チャールズ・C・ブ
ラウン『ニーバーとその時代』，ジョン・ウィッテ『自由と家族の法的基礎』（共監・共訳），ラ
インホールド・ニーバー『ソーシャルワークを支える宗教の視点』（共訳），ほか。
柳田　洋夫　やなぎだ・ひろお
1967年生まれ。東京大学文学部倫理学科卒。東京大学大学院人文科学研究科（倫理学）修士
課程修了。同博士課程中退。東京神学大学大学院博士課程前期修了。聖学院大学大学院アメリ
カ・ヨーロッパ文化学研究科後期博士課程修了。博士（学術）。現在，聖学院大学人文学部副
チャプレン，人文学部日本文化学科准教授，日本基督教団聖学院教会協力牧師。
〔論文〕 「山路愛山における『共同生活』概念について」（『聖学院大学総合研究所紀要』37号，
2007年），「リチャード・ニーバーの責任倫理と日本人」（『季刊　教会』No.68・69，2007年），
「山路愛山の教育論」（『キャンパス　ミニストリー』第19号，2009年），「なぜ日本に文化の
神学が必要なのか——内村鑑三の文明論を中心に——」（『聖学院大学総合研究所紀要』47号，
2010年），「関東大震災と説教者　植村正久と内村鑑三に即して」（『説教黙想　アレテイア』，
日本キリスト教団出版局，2011年）など。
〔訳書〕 コリン・E・ガントン『説教によるキリスト教教理』（教文館，2007年），アリスター・
E・マクグラス『歴史のイエスと信仰のキリスト』（キリスト新聞社，2011年）。
菊 地　 順　きくち・じゅん
1955年生まれ。東北大学文学部卒業，同大学院文学研究科博士課程後期中退，東京神学大学
大学院（修士）修了，米国エモリー大学大学院（Th. M）修了。1992年，聖学院大学専任講師，
その後助教授を経て，現在政治経済学部教授。なお，着任と同時にチャプレンを兼ねる。主な
著書は，『信仰から信仰へ』，『とこしなえのもの』他。
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古 橋　 亮　ふるはし・あきら
創価大学法学部卒業。聖学院大学大学院政治政策学研究科修士課程修了。修士（政治学）。修
士課程在学中は，特定非営利活動法人コミュニティ活動支援センターの学生会員として，ほた
る祭りの運営をはじめ地域コミュニティ活性化に取り組む。2013年8月から9月にかけて，岩
手県釜石市で地域づくりの活動を行う一般社団法人三陸ひとつなぎ自然学校でボランティアに
従事。2014年4月より，東京都東大和市役所に勤務。
